













































































































































開設時期／従業員規模 計 ～1954年 1955～64年 1965～74年 1975～79年 1980～84年 1985～86年
計 384 1 3 43 74 146 117
～4人 251 一 3 21 38 96 93
5～9人 95 1 一 16 24 35 19
10～19人 30 一 一 6 8 11
5
20～49人 4 ｝ 一 一
2 2
一
50～99人 1 一 一 一
1
一 一



















開設時期／従業員規模 計 ～1954年 1955～64年 1965～74年 1975～79年 1980～84年 1985～86年
計 412 3 1 36 83 169 120
～4人 133 1 一 6 12 53 61
5～9人 132 1 『 7 35 56 33
10～19人 77 1 一 9 17 35 15
29～49人 42 一 一
6 12 17 6
50～99人 22 一
1 6 6 7 3
300～人 6 一 ｝ 2 1 1 2
1989年度事業所統計資料により作成
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業地域秩序に立脚した婦人子供服卸売業の核心地として、近年急速に力をつけてきたのが、
第2の集積地神宮前・千駄ヶ谷地区である。従って原宿は、単に多数のブティックを集中
立地させているだけの街ではなく、原料生産と縫製部門を除いたファッショソ産業の全領
域、すなわち企画・開発から製品の販売に至るまでの主要なプロセスを狭小な地域内でこ
なし得る、高次なファッショソ産業地域であるといえよう。さらにここで注目されること
は、婦人子供服小売業と婦人子供服卸売業の2つの業種の集積立地が同時に進行してきた
点である。事業所統計資料によれば、原宿の婦人子供服卸売業の開設は同小売業のそれと
全く同じ軌跡を描き、両者は1965年以降急速に増加し今日に至っている（第2表）。ただ
し婦人子供服卸売業事業所の分布（第3図）は、神宮前1丁目地区内を中心としたごく狭
い空間内に集中立地する同小売業事業所の分布とやや異なり、これを取り巻く形で神宮前
2・3・4・6丁目および北側の千駄ヶ谷地区に分散立地する傾向が見られる。
IV　結びに換えて　～水平分業の進行～
　一般に高次にシステム化された企業体は、長期的な視座に立った合理的なコソトロール
を必要とするが、ファッショソ市場の動向は極めて情緒的で予測が難しいため、大多数の
同産業関連企業は、システムの高度化と市場への対応の中で様々な実験と模索を繰り返し
ている。こうした企業環境を背景として、ファッショソビジネス専門の経営コソサルティ
ング・マーチャソダイジソグ企画・マーケットリサーチなどの業務に対する需要が近年急
激に増加している。原宿周辺には、それらの需要に対応した様々な形態のファッショソ産
業関連企業が集積し始めている。上述のファッショソリサーチビジネスに関する具体的な
　ソフトハウス
デザイソ屋。サソブル屋など
フアツショソ系
　コソサルタソト
ファッショソ・デザイソ専門学校　金融機関　広告制作　興業団　ギャラリー
毛皮　皮靴　靴　バック　ベルト　帽子　スカーフ　アクセサリー　美容など
第4図　アパレルを中心としたファッショソ産業の展開
ピアリソグ（1989～1991により作成）
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事例をあげると、1983年に港区南青山で開設された事業所（従業員20名）では、①新ブラソ
ドの開発・プロデュースを含むアパレルメーカーの経営コンサルティソグ、②商業施設お
よび流通業態の企画・開発、③商品管理システムの設計・オペレーショソ指導、④社員教
育、④パブリシティ（取材・広報・編集・出版）業務を中心に、ソフト面から幅広くファッ
ショソビジネスをサポートしている。特に流通業態の開発については、「商品の企画機能
を持つ婦人・紳士・子供衣料専門店」と「小売り機能を持つアパレルメーカー（店持ちア
パレル）」の双方に対して経営研究会を主催するなど、業界のシソクタソクとしての役割
を果たしている。同社の業務のうち、少なくとも①および②の一部と④は、本来各個のア
パレルメーカー内部で独自に処理されるべき項目であった。しかし近年、急激な企業規模
拡大と人材不足が重なった場合には、これらの業務の一部を外部に委託する例も少なくな
いとされる。こうした状況から、原宿のフテッション産業界では小売・卸の垂直統業の進
行と同時に水平的な分業も進行しつつあると考えられる。この水平方向の分業には、前述
の事例の他にテーブルニッターと呼ばれるペーパーデザイソを専門とする職種の成立、サ
ソプル屋と呼ばれる商品見本の短時間仕上げ縫製業の成立、会員制小売店の組織化で、売
れ筋商品の選択と一括購入を行なうバイイソグオフィス、組織に登録されたデザイナーを
必要に応じて派遣するデザイソバソクなども含まれよう（第4図）。
　このように原宿のファッショソを取り巻く産業構造は刻一刻とその姿を変え、次第に複
雑化していくように見える。しかしそれらの動きはファッショソデザイソの企画→生産管
理→販売→市場動向の把握→ファッショソデザイソの企画、という一連の作業工程が最も
効率良くしかも柔軟に行なえる業態への移行に起因するものであり、ファッショソ産業地
域の成熟化に至る1つのプロセスとして捉えることができる。
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